
公
民
館
１
階
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。

新
郷
貝
塚
は
、
新
郷

若
宮
公
園
と
し
て
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ

て

い
る
。
今
で
も
貝
が
多

数
出
て
い
る
。

難
点
は
周
り
に
駐
車

場
が
な
い
事
。

照

山

悦

子

会

長

は

「

歴
史
を
感
じ
る
公
園
で

す
。
ト
イ
レ
も
新
し
く

な
り
良
か
っ

た
で
す
。

毎
朝
近
所
の
方
が
方
々

か
ら
集
ま
っ

て
ラ
ジ
オ

体
操
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
ね」

と
。
　
　

幡
野
市
議
は「

学
術

的
に
も
、
著
名
遺
跡
と

な
っ

て
い
る
新
郷
貝
塚
、

多
く
の
方
に
訪
れ
て
頂

き
た
い
場
所
で
す」

と
。

上
写
真
左
か
ら
幡
野

さ
ん
、
大
山
さ
ん
、
新

井
さ
ん
、
照
山
さ
ん
。
　

大
山
政
治
様
、
新
井

武
二
様（

貝
塚
の
歴
史

を
綴
っ

た
大
東
町
会
冊

子
の
編
集
者）
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

･ 朝日新聞  サービスアンカー川口東部

･ 朝日新聞  サービスアンカー川口中央

･ 毎日新聞  川口新郷専売所

･ 読売新聞  東川口サービスセンター

･ 読売新聞  YC草加駅西口店

･ 読売新聞  鳩ヶ谷サービスセンター

･ 産経新聞  川口新郷専売所

･ 産経新聞  草加中央専売所
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川口市役所新庁舎１期棟完成
新郷貝塚若宮公園を訪ねて

用
デ
ッ

キ
の
設
置
・
災

害
時
の
機
能
維
持）

。

◇
環
境
に
や
さ
し
い

庁
舎（

植
木
の
ま
ち
を

象
徴
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用）

◇
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
庁
舎（
ユ
ニ
バ
ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

の

採

用
・
だ
れ
も
が
わ
か
り

や
す
い
明
確
な
動
線
計

画
・
利
用
し
や
す
い
議

会
施
設
の
整
備）

。

◇
働
き
や
す
い
庁
舎

（

整
形
大
平
面
の
オ
フ
ィ

ス
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ス
ク
の
採
用
・
不
快
な

気
流
を
生
じ
さ
せ
な
い

輻
射
空
調）

。

▽
地
下
１
階
は
許
可

車
両
専
用
駐
車
場
な
ど
。

▽
１
階
は
、
お
も
い
や

り
駐
車
場
。
▽
２
階
は
、

総
合
案
内
窓
口
等
で
床

下
は「

防
災
の
蔵」

。

川
口
市
役
所
の
新
庁

舎
１
期
棟（

第
一
本
庁

舎）

建
設
工
事
が
、
前

市
民
会
館
跡
地
に
完
成

し
ま
し
た
。

３
月
22
日
に
落
成
記

念
式
典
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

概
要
は
当
日
の
資
料

か
ら
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
５
５

７
４
㎡
。
高
さ
約
３
７

ｍ
。
延
床
面
積
は
約
２

０
０
３
５
㎡
。
地
下
１

階
、
地
上
９
階
、
塔
屋

１
階
。

災
害
に
強
く
、
環
境

に
や
さ
し
く
、
外
観
は

特
微
的
な
ひ
な
壇
型
。
　
　

新
庁
舎
の
設
計
視
点

は
◇
災
害
に
強
い
庁
舎

（

地
震
に
強
い
免
震
構

造
・
歩
行
者
の
通
行
専

旧駐車場5階から撮影

▽

３

階

は

国

民

年

金

課
・
国
民
健
康
保
険
課

等
６
課
。
▽
４
階
は
固

定
資
産
税
課
・
市
民
税

課
等
９
課
。
▽
５
階
は
、

防
災
課
等
10
課
。
▽
６

階
は
市
長
室
・
市
長
公

室
等
11
室
。
▽
７
階
は

議
場
・
議
長
室
等
８
室
。

▽
８
階
は
傍
聴
席
等
。

ま
た「

A
地
点
の
貝

塚
の
中
央
に
は
9
2
7

年

10
月
、
秩
父
宮
御
台

臨
記
念
の
松
の
石
碑
が

立
っ

て
い
る」

と
話
さ

れ
る
。

発
掘
調
査
は
歴
史
が

古
く
１
８
９
３
年
よ
り

実
施
さ
れ
、
住
居
・
人

骨
・
土
器
・
土
偶
・
石

器

類

・

貝

類

・

魚

骨

類
・
獣
骨
類
・
鳥
骨
類

等
が
多
数
出
土
し
て
い

る
。新

郷
貝
塚
出
土
土
器

で
、
縄
文
後
期（

堀
之

内
1
式）

黒
褐
色
の
深

鉢
等
が
現
在
も
、
新
郷

▽
９
階
は
書
庫
・
機
械

室
と
な
っ

て
お
り
、
屋

上
に
は
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

４
月
13
日
か
ら
段
階

的
に
新
庁
舎
で
の
業
務

が
始
ま
り
ま
す
。

貝
塚
は
縄
文
人
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

３
月
26
日
、
幡
野
茂

市
議
会
議
員
と
、「

新
郷

の
文
化
を
考
え
る
会」

会
長
の
照
山
悦
子
さ
ん

は

、

大

山

政

治

さ

ん

（

元
大
東
町
会
長
＆
連
合

町
会
長）

、
新
井
武
二
さ

ん（

※）

に
若
宮
公
園

で
新
郷
貝
塚
に
つ
い
て

話
を
伺
っ
た
。

新
井
さ
ん
は「

新
郷

貝
塚
は
、
川
口
市
内
で

最
大
規
模
の
も
の
で
あ

り
、
原
形
を
留
め
る
数

少
な
い
遺
跡
で
あ
る」

と
、
さ
ら
に「

 

貝
塚
は

東
側
か
ら
入
り
込
む
谷

の
最
奥
部
を
囲
む
よ
う

に
存
在
し
、
４
地
点
の

貝
塚（

Ａ
地
点
・
Ｂ
地

点
・
C
地
点
・
D
地
点）

が
馬
蹄
形
を
な
し
て
い

て
、
東
西
役
１
２
０
ｍ
、

南
北
約
１
５
０
メ
ー
ト

ル
の
広
が
り
を
も
ち
、

厚
さ
は
Ａ
地
点
貝
塚
で

１
ｍ
以
上
の
堆
積
を
し

て
い
る」

と
。
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
２
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

わ
れ
た
。

当
日
は
炬
火
台
ご
ま

油
磨
き
が
行
わ
れ
、
関

係
者
の
他
、
市
民
も
５

５
０
人
程
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
代
わ
る
代
わ

る
磨
い
た
。

前
原
議
長
と
鈴
木
昭

重
さ
ん
も
一
緒
に
磨
き

別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

鈴
木
さ
ん
は「

議
長

と
一
緒
に
磨
け
て
嬉
し

い
。
今
夜
は
親
父
と
兄

貴
ら
を
偲
ん
で
一
杯
や

り
ま
す
よ」

と
微
笑
む
。

写
真
上
は
左
か
ら
新

藤
さ
ん
、
前
原
さ
ん
、

奥
ノ
木
さ
ん
、
大
野
さ

ん
、
伊
藤
さ
ん
、
鈴
木

尹
宏
さ
ん
、
鈴
木
昭
重

さ
ん
。

写
真
下
、
左
か
ら
新

藤
義
孝
衆
議
院
議
員
、

大
野
元
裕
県
知
事
、
前

原
博
孝
議
長
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
。

3
月
15
日
、「
あ
り
が

と
う
聖
火
台
記
念
式
典」

が
キ
ュ

ポ
・
ラ
広
場
で

開
催
さ
れ
た
。

川
口
市
で
製
作
さ
れ
、

昨
年
10
月
に
里
帰
り
し

て
キ
ュ

ポ
・
ラ
広
場
に

設

置

さ

れ

て

い

た

、

1
9
6
4
年

東

京

５

輪
・
旧
国
立
競
技
場
炬

火
台（

聖
火
台）

が
再

度
の
旅
立
ち
、
東
京
の

新
国
立
競
技
場
東
側
ゲ

ー
ト
へ
の
移
設
を
見
送

る
為
の
記
念
式
典
で
あ

っ
た
。

式
典
は
、
初
午
太
鼓

演
奏
、
奥
ノ
木
信
夫
市

長
と
伊
藤
光
男
商
工
会

議
所
会
頭
が
ト
ー
チ
を

使
っ

て
点
火
、
勢
い
よ

く
炎
が
上
が
る
と
見
学

に
訪
れ
た
大
勢

の
市
民
か
ら
拍

手
と
歓
声
が
上

が
っ
た
。

奥
ノ
木
市
長

は「

川
口
の
技

術

力

を

世

界

に
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
克
服
、

安
倍
総
理
の
信

念
に
向
け
て
大

き
な
我
々
の
支

え
に
な
っ

て
い

る」

と
挨
拶
。

続
い
て
来
賓

の
前
原
博
孝
議

長
、
大
野
元
裕

県
知
事
、
新
藤

義
孝
衆
議
院
議

員
が
挨
拶
。

そ
し
て
聖
火

は
、
前
原
議
長

と
炬
火
台
製
作

者
遺
族
の
鈴
木

昭
重
さ
ん
に
よ

り
消
化
式
が
行

「川口市で1番強いチーム、ここからＪリーグを目指します」と、地域に根ざし
たクラブを目指して活躍する、アヴェントゥーラ川口が、3月20日「サッカートッ
プチーム２０２０新体制発表会・交流会」を川口ブルワリーで開催した。
２０１９年度活動報告後、理事長の長岡修氏が「皆々様のご支援を糧に、ます

ますＪリーグ参入事業に精進し、地域社会への貢献に努めて参る覚悟です」とク
ラブ代表挨拶をされた。　
埼和興産（株）北浜雄嗣代表取締役の乾杯挨拶で祝宴に入った。

チーム体制選手紹介、選手の余興、抽選会、表彰式など行われた。
応援企業者で、新郷からは（株）イタバシの板橋智之代表取締役、そして、永
瀬秀樹県議、岡村ゆり子県議等大勢が列席された。
写真左から北浜雄嗣さん、小林秀征さん、長岡修さん、前板橋智之県議。

川
口
市
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
へ
！

新
郷
若
宮
公
園

ト
イ
レ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

幡野茂市議は「昨年３月、ラジオ体操に来て毎日トイレ掃除をしている方から、
トイレをリニューアルできませんかと言われ、公園課に話し文化財の若宮公園に相
応しいトイレをとお願いしました。そしてこの３月から使用となりました。総工費
は６７１万円とのことです。新しいトイレはいいですね。いつもトイレ掃除をやっ
て下さっている方に感謝です」と語る。

２
月
７
日
、
武
南
警
察
官
友
の
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典
が
、
ベ

ル
ヴ
ィ
武
藏
野
で
開
催
さ
れ
た
。

記
念
式
典
は
会
長
祝
辞
に
続
き
表
彰
式
、
来
賓
祝
辞
か
ら
来
賓

者
・
歴
代
署
長
紹
介
、
そ
し
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、
生
活
安
全
総

務
課
防
犯
指
導
班「

ひ
ま
わ
り」

・
埼
玉
県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
で

祝
賀
会
に
入
っ
た
。

記
念
誌
発
行
特
別
委
員
会
委
員
長
の
原
島
潔
さ
ん
は「

昭
和
・
平

成
を
駆
け
抜
け
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
40
周
年
を
行
う

こ
と
が
出
来
喜
ば
し
い
次
第
で
す
。
埼
玉
県
警
察
本
部
長
様
、
埼
玉

県
警
察
官
友
の
会
会
長
様
、
川
口
市
長
様
の
ご
祝
辞
を
頂
き
大
変
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
の
重
み
を
か
み
し
め
、
50
年
60
年
と
邁
進

し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す」

と
綴
っ
た
。

武
南
警
察
官
友
の
会
40
周
年

聖火台磨きました。
左は前原博孝議長、鈴木昭重さん 点火しました。

左は奥ノ木信夫市長、伊藤光男会頭

左から伊藤会頭、奥ノ木市長、新藤衆議院議員、
前原議長。

左から飯塚孝行市議、宇田川好秀市議、
萩原一寿県議、幡野茂市議。

あ
り
が
と
う

聖
火
台

奥ノ木信夫市長

坂本雅彦武南警察署長



議
長
を
終
え
て

武
南
警
察
署
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し
っ

か
り
と

止
ま
っ

て
か
く
に
ん
　
横
だ
ん
歩
道

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

歯
科
医
療
の
現
場
と
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
し
っ
か
り
立
て
、
実

行
し
て
い
く
こ
と
が
今
一
番

の
課
題
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
イ
ル
ス

を
持
っ
て
い
る
人
と
接
触
す

る
か
、
そ
の
人
の
飛
ば
し
た

ツ
バ
な
ど
の
飛
沫
を
吸
い
込

む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
そ

し
て
、
目
や
鼻
の
粘
膜
に
く

っ
つ
い
て
体
の
中
に
入
り
、

鼻
や
舌
や
の
ど
、
そ
し
て
肺

に
住
み
つ
い
て
仲
間
を
増
や

し
、
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
味
や
匂
い
が
し
な
く
な
っ

た
り
、
呼
吸
困
難
に
な
る
の

は
そ
の
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
飛
沫
感
染
予
防

で
す
が
、
現
在
ほ
ぼ
全
て
の

い
を
し
て
い
た
だ
き
、
同
時

に
検
温
し
て
発
熱
の
有
無
を

確
か
め
て
い
ま
す
。
ま
た
密

接
を
避
け
る
た
め
に
予
約
を

ゆ
っ

た
り
め
に
し
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
ヒ
ト
の
体
は

外
か
ら
の
病
原
体
に
対
し
て

の
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て

い
て
、
侵
入
を
し
て
来
た
ウ

イ
ル
ス
を
押
さ
え
込
む
力
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
働
か
ず
病
気
に
な
っ
て
し

ま
う
の
は
免
疫
力
が
落
ち
て

い
る
と
き
で
す
。
遊
び
や
飲

食
、
仕
事
、
悩
み
や
不
安
も

過
ぎ
る
と
い
け
ま
せ
ん
。
糖

尿
な
ど
の
生
活
習
慣
病
も
免

疫
を
落
と
し
ま
す
。

今
一
度
、
健
康
生
活
づ
く

り
を
見
直
し
て
ウ
イ
ル
ス
禍

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

患
者
さ
ん
と
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
マ
ス
ク
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
空
気
中
に
ツ
バ
な
ど
の

飛
沫
を
飛
ば
す
、
そ
し
て
そ

れ
を
吸
い
込
む
こ
と
は
、
ほ

ぼ
防
げ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
目
の
防
御
は
メ
ガ
ネ
や

ゴ
ー
グ
ル
を
付
け
ま
す
。
室

内
の
換
気
も
エ
ア
ー
バ
キ
ュ

ー
ム
な
ど
で
定
期
的
に
行
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
た
手
で
口
や

目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
手
洗

い
は
ま
め
に
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
接
触
感
染
予
防
で

す
が
、
診
療
室
に
入
る
前
に

専
用
薬
剤
で
手
洗
い
、
う
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
っ

て

い
ま
す
。
手
洗
い
・
う

が
い
を
行
い
、
密
閉
・

密
集
・
密
接
に
十
分
気

を
付
け
て
、
不
要
不
急

の
外
出
を
し
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

も
ち
ろ
ん
、
私
も
十

分
注
意
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
４
月

21
日
に
施
行
の
市
議
会

議
員
選
挙
で
、
多
勢
の

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
に
行
な
わ
れ

ま
し
た
臨
時
議
会
で
、
第

72
代
川
口
市
議
会
議
長

に
推
薦
さ
れ
ま
し
て
、
４

会
期
、
約
１
年
の
議
長

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
皆
様
方
の
お
か
げ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成

15
年
４
月
の
初
当
選
以

来
、
平
成
23
年
鳩
ケ
谷

市
と
の
合
併
時
の
時
の

落
選
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
貫
し
て
新
郷
・
鳩
ケ

谷
地
区
発
展
の
た
め
、
軌

道
交
通「

日
暮
里
・
舎

人
ラ
イ
ナ
ー」

の
延
伸

を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。新

郷
地
区
は
東
京
に

隣
接
し
て
い
ま
す
が
、
軌

道
交
通
が
無
い
た
め
、
バ

ス
で
川
口
駅
ま
で
30
～

40
分
位
か
か
り
ま
す
。
千

葉
県
・
神
奈
川
県
の
各

市
と
違
い
、
軌
道
交
通

不
便
地
帯
と
な
っ

て
い

ま
す
。

ま
た
、
新
郷
東
部
土

地
区
画
整
理
事
業
を
か

か
え
進
捗
率
が
年
１
％

ほ
ど
で
後
80
年
は
最
低

係
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
は
、
事
業
用
地
に

国
有
地
の
14
坪
購
入
を

提
案
し
、
実
行
に
移
さ

れ
ま
し
た
が
、
焼
け
石

に
水
で
す
。

そ
こ
で
、
区
画
整
理

事
業
を
抱
え
な
が
ら
発

展
す
る
に
は「

日
暮
里
・

舎
人
ラ
イ
ナ
ー」

の
第

２
産
業
道
路
延
伸
し
か

な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
駅
は
７
０
０
ｍ
ご

と
に
設
置
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
郷
地
区
に
は
３

つ
出
来
ま
す
。

幸
い
、
昨
年
８
月
の

埼
玉
県
知
事
選
挙
に
て
、

舎
人
ラ
イ
ナ
ー
延
伸
を

訴
え
ら
れ
て
い
る
大
野

元
裕
県
知
事
が
誕
生
し

ま
し
た
。

私
は
、
３
月
４
日
に

前
連
合
町
会
長
と
新
郷

10
町
会
長
の
延
伸
要
望

の
署
名
を
、
県
知
事
の

特
別
秘
書
に
届
け
て
参

り
ま
し
た
。

議
長
職
を
辞
し
た
今
、

い
ち
新
郷
地
区
連
合
町

会
長
と
し
て
、
ま
た
新

郷
地
区
の
軌
道
交
通
実

現
に
向
け
て
頑
張
っ

て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。川

口
市
議
会
議
員

前
原
　
博
孝

川
口
市
議
会
は
、
３

月
25
日
の
本
会
議
で
議

長
選
出
を
行
っ

た
。

新

議

長

は

自

民

党

で
、
平
成
19
年
５
月
初

当
選
し
４
期
目
の

柳
田
　
力
さ
ん（

46）

が
選
出
さ
れ
た
。

役
職
歴
は
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
・
建

設

常

任

委

員

会

委

員

長
、
経
済
文
教
常
任
委

員
会
副
委
員
長
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会
委
員

長

な

ど

を

歴

任

さ

れ

た
。

新
議
長
に
柳
田
力
さ
ん

新
郷
消
防
署
隣
の
、
貝

細
工
の
制
作「

工
房
埼

玉
大
地
の
恵
み」

代
表

の
加
藤
淳
一
さ
ん（

66）

は
貝
殻
愛
好
家
。

９
年
ほ
ど
前
か
ら
貝

殻
拾
い
を
趣
味
と
し
、
千

葉
県
の
房
総
海
岸
に
行

き
、
沢
山
の
歴
史
あ
る

壊
れ
た
貝
や
死
殻
貝
、
大

小
の
奇
麗
な
貝
殻
を
採

集
し
て
い
た
。

そ
の
２
年
後
、
脳
梗

塞
で
倒
れ
口
が
き
け
な

く
な
り
入
院
生
活
を
余

儀
無
く
さ
れ
た
。

退
院
後
、
リ
ハ
ビ
リ

の
た
め
ま
た
海
に
出
か

け
、
収
集
し
た
貝
殻
を

漂
白
剤
に
１
日
漬
け
て

か
ら
水
洗
い
し
て
、
芸

術
品
を
作
り
出
し
た
。

沢
山
の
ア
ー
ト
を
と

毎
年
、
大
貫
海
浜
学
園

で
５
年
生
を
指
導
に
行

き
、
地
元
の
、
新
郷
南

小
・
東
本
郷
小
等
多
く

の
学
校
や
、
安
行
道
の

駅
の
寄
せ
植
え
に
、
子

ど
も
食
堂
や
障
害
者
施

設
に
も
。
さ
ら
に
館
山

の
博
物
館「

さ
か
な
ク

ン
ギ
ャ

ラ
リ
ー
渚」

の

貝
殻
教
室
で
指
導
。

そ
し
て「

安
産
を
願

っ

て」

貝
殻
で
犬
を
、

「
子
ど
も
が
無
事
帰
る
よ

う
に」

と
カ
エ
ル
を
、
産

婦
人
科
に
毎
月
20
個
ず

つ
贈
っ
て
い
る
。

工
房
に
は
、「

ゆ
っ
く

り
走
ろ
う」
と
亀
を
、
貝

の
の
れ
ん
、
ス
ト
ラ
ッ

プ

・
フ
ォ

ト

フ

レ

ー

ム
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
等
、
大

小
の
作
品
が
山
の
よ
う

に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「

海
に
行
っ
て
貝
を
見

れ
ば
、
何
に
使
え
る
か

と
す
ぐ
浮
か
ぶ
。
子
ど

も
達
か
ら
は
貝
爺
と
呼

ば
れ
ま
す
。
子
ど
も
の

真
剣
な
眼
差
し
と
笑
顔

に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
貝

殻
に
は
、
様
々
な
形
が

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ

て
素
敵

な
芸
術
的
表
現
が
出
来
、

ア
ー
ト
は
子
ど
も
の
想

像
力
を
鍛
え
る
の
に
役

立
っ

て
い
る
と
思
っ

て

い
ま
す」

と
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風

19
号
に
続
く
災
害
の
折

に
は
、
館
山
・
川
越
・

長
野
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ

ア
活
動
に
も
励
ん
で

い
る
加
藤
さ
ん
。

カ
ラ
オ
ケ
、
お
酒
も

煙
草
も
好
き
と
。

家
族
は
、
奥
さ
ん
の

文
子
さ
ん
。
子
ど
も
２

人
は
独
立
、
孫
２
人
。

東
本
郷
在
住
。

体
験
し
た
い
方
は

０
９
０（
３
２
２
４）

８

９
２
５
加
藤
さ
ん
ま
で
。

貝
殻
で
何
で

も
作
り
ま
す

大野元裕県知事と。



令和２年３月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故  4,714件（-664）     　 １１３件（-５７）

死者数  　  33名（±0）       　    ２名（-１）

負傷者  5,669名（-791） １２２名（-７２）

物損事故   34,279件（-1,045）   １,０８９件（+５）

令和２年３月３１日 交通事故日報（カッコは前年対比）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

１
ヶ

月
も
し
な
い
う
ち
に
イ

タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
世
界
中

に
拡
散
し
ま
し
た
。

極
め
付
き
は
、
ア
メ
リ
カ

で
す
。
米
国
は
短
期
間
に
感

染
が
拡
が
り
27
万
人
以

上
に
拡
散
し
て
、
世
界

１
の
感
染
者
数
に
な
っ

て
い
ま
す
。

４
月
４
日
、
日
本
で
は
感

染
者
数
３
９
５
１
人
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

爆
発
的
な
感
染
で
世
界
的
な

大
流
行
は
、
ま
さ
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
現
状
で
す
。

「

日
本
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
対
象
を
規
制
し
て
い
る
か

ら
少
な
い
数
字
で
推
移
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
？」

と

世
界
か
ら
批
判
さ
れ
る
意
見

も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
、
日
本
の

製
薬
会
社
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
剤
、
商
品
名

「

ア
ビ
ガ
ン」

が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
、

Ｗ
Ｈ
О
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に

対
し
て
、
ま
だ
未
承
認
薬
で

あ
る「

ア
ビ
ガ
ン」

使
用
を

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（271）

容
認
し
ま
し
た
。

今
回
中
国
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
使
用
し
て
、

有
効
性
が
あ
っ

た
と
発
表
し

て
い
ま
す
。

世
界
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
治
療
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「

ア
ビ
ガ
ン」

は
、
薬
価

収
載
さ
れ
る
秒
読
み
の

製
品
で
す
。
未
承
認
で

も
、
対
象
外
で
も
、
治
験
対

象
者
を
募
っ

て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
有
効

性
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
⑶ら

夏
休
み
を
利
用
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
老
若
男
女
ど
な
た
で

も
か
か
り
ま
す
。
密
閉
・

密
集
・
密
接
の「

3
つ
の

密」

を
避
け
、
終
息
を
願

う
し
か
な
い
で
す
ね
。

イ
ベ
ン
ト
が
次
々
中
止

に
な
り
取
材
が
有
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
終
息
の
展
望

も
な
く
次
号
の
取
材
予
定

を
探
し
て
い
ま
す
。

先
月
号
２
面
の
辰
井
川

工
事
状
況
視
察
で
、
石
塚

さ
ん
を
飯
塚
さ
ん
に
、
４

面
の
ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
で

越
俊
清
さ
ん
を
越
後
清
さ

ん
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

来
月
号
は
５
月
20
日

（

水）

発
行
で
す
。

あ
と
が
き

７
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
も
休
校
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
５

月
６
日
ま
で
と
な
っ

て
い

ま
す
が
不
確
実
で
す
。
学

力
低
下
を
心
配
す
る
声
が

有
り
ま
す
。

川
口
市
の
学
校
は
冷
房

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か

峯
ヶ

丘
八
幡
神
社
総

代
長
の
、
鈴
木
歩
さ
ん

が
昨
年
暮
れ
、
考
案
の

結
束
紐
で
松
永
明
特
許

庁
長
官
よ
り
、「

こ
の
考

案
は
登
録
す
る
も
の
と

確
定
し
、
実
用
新
案
原

簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

を
証
す
る」

と
の
登
録

証
を
受
け
た
。
　

「

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
ビ

ニ
ー
ル
紐
に
間
隔
を
置

い
て
結
び
目
を
作
る
と
、

滑
ら
ず
に
結
べ
る
。
こ

れ
は
便
利」
と
古
新
聞

を
束
ね
て
い
る
と
き
に

独
自
で
発
案
し
、
便
利

士
の
梶
原
内
外
特
許
事

務
所（

代
表＝

梶
原
康

稔
さ
ん）

に
相
談
し
登

録
が
実
っ
た
。

50
年
前
に
は
、
階
段

で
も
登
れ
る「

４
つ
の

車
輪
の
乳
母
車」

を
発

案
し
特
許
を
得
た
。

当
時
テ
レ
ビ
の
12
チ

ャ

ン
ネ
ル
で
喜
劇
俳
優

の
柳
家
金
語
楼
さ
ん
司

会
の「

ア
イ
デ
ア
買
い

ま
す」
に
出
演
し
た
経

験
の
持
ち
主
。

「

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
、
真
似
を
し
な
い

で
自
分
が
発
明
し
た
も

の
が
世
界
で
１
つ
で
あ

れ
ば
、
大
き
な
も
の
は

特
許
、
小
さ
な
も
の
は

実
用
新
案
登
録
証
で
、
自

分
だ
け
の
権
利
が
得
ら

れ
る
。
老
若
男
女
の
皆

さ
ん
発
明
を
し
て
見
て

下
さ
い」

と
、
鈴
木
さ

ん
。

小
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今
年
も
春
の
人
事
異
動

に
伴
い
次
の
方
々
が
交
代

致
し
ま
し
た
。

◇
新
郷
南
小
学
校
校
長
は
、

久
保
田
真
一
さ
ん
の
後
任

に
黒
澤
誠
さ
ん

◇
新
郷
東
小
学
校
校
長
は
、

佐
藤
明
美
さ
ん
の
後
任
に

石
川
庸
子
さ
ん

◇
榛
松
中
学
校
校
長
は
、
中

島
俊
幸
さ
ん
の
後
任
に
齋

藤
秀
一
さ
ん
。

◇
新
郷
南
公
民
館
・
新
郷

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
館
長

は
、
加
藤
静
夫
さ
ん
の
後

任
に
鈴
木
信
宣
さ
ん
。

◇
消
防
新
郷
分
署
長
は
、
冨

澤
良
夫
さ
ん
の
後
任
に
小

林
広
規
さ
ん

◇
東
本
郷
台
町
会
長
は
、
古

川
鐵
郎
さ
ん
の
後
任
に
寺

本
正
和
さ
ん
。

★
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
と
顔

写
真
は
５
月
号
で
掲
載
い

た
し
ま
す
。
そ
の
節
は
取

材
に
ご
協
力
下
さ
い
。

古
新
聞
束
ね
る
紐
考
案

人

事

新郷新聞社からのお知らせ
本紙への広告掲載・情報提供は、

下記にご連絡下さい。
電話 048-284-5779  
fax 048-611-7150

PCメール yz378533@gmail.com

お
知
ら
せ

警察官募集
第１回目の募集は終了しました。武南警察署

新
郷
公
民
館
歴
史
講
座

受
講
者
募
集

渋
沢
栄
一
の
生
涯
。

２
０
２
１
年
大
河
ド
ラ
マ

「

晴
天
を
衝
け」

主
人
公

◇
日＝

５
月
14
日（

木）

、
21
日

（

木）

、
28
日（

木）

の
３
回
　

◇
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
受
講
料＝

無
料
◇
定
員：

40
名

◇
講
師＝

歴
史
作
家

高
橋
千
劔
破
氏

◇
申
込
み＝

４
月
16
日（

木）

迄
。


